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・私を悩ました疑問の解決のために企てた最初の仕事は、ヘーゲルの法哲学の批判的検討で

あった。即ち、法的諸関係ならびに国家諸形態は、それ自体からも、またいわゆる人間精神の

一般的発展からも理解できるものではなく、むしろ物質的な生活諸関係に根ざしているもの

であって、これらの生活諸関係の総体をヘーゲルは、18世紀のイギリス人及びフランス人の先

例にならって、「市民社会」という名のもとに総括しているのであるが、しかしこの市民社会の

解剖学は経済学のうちに求められなければならない、ということであった。

・パリで始めた経済学の研究をブリュッセルで続けた。私にとって明らかとなった、私の研究の

導きの糸として役立った一般的結論は、簡単には次のように定式化することができる。

・「人間は、彼らの生活の社会的生産において、一定の、必然的な、彼らの意志から独立した諸

関係に、即ち、彼らの物質的生産諸力の一定の発展段階に対応する生産諸関係に入る。これら

の生産諸関係の総体は、社会の経済的構造を形成する。これが実在的土台であり、その上に１

つの法律的及び政治的上部構造が立ち、そしてこの土台に一定の社会的意識諸形態が対応

する。」

・物質的生活の生産様式が、社会的、政治的及び精神的生活過程一般を制約する。人間の意識

が彼らの存在を規定するのではなく、逆に彼らの社会的存在が彼らの意識を規定するのであ

る。

・社会の物質的生産諸力は、その発展のある段階で、それらがそれまでその内部で運動してき

た既存の生産諸関係と、あるいはそれの法律的表現にすぎないが、所有諸関係と矛盾するよ

うになる。これらの諸関係は、生産諸力の発展諸形態からその桎梏に一変する。その時に社会

革命の時期が始まる。経済的基礎の変化とともに、巨大な上部構造全体が、あるいは徐々に、

あるいは急激に変革される。

・このような諸変革の考察にあたっては、経済的生産諸条件における物質的な、自然科学的に

正確に確認できる変革と、人間がこの衝突を意識し、それを闘い抜く場面である法律的な、政

治的な、宗教的な、芸術的または哲学的な諸形態、簡単に言えばイデオロギー的諸形態とを

常に区別しなければならない。

・ある個人が自分自身を何と考えているかによって判断しないのと同様に、このような変革の

時期をその時期の意識から判断することはできないのであって、むしろこの意識を物質的生

活の諸矛盾から、社会的生産諸力と生産諸関係とのあいだに現存する衝突から説明しなけれ

ばならない。

・１つの社会構成は、それが十分包容しうる生産諸力がすべて発展しきるまでは、決して没落す

るものではなく、新しい、さらに高度の生産諸関係は、その物質的存在条件が古い社会自体の

胎内で孵化され終わるまでは、決して古いものにとって代わることはない。

・それだから、人間は常に、自分が解決しうる課題だけを自分に提起する。なぜならば、詳しく

考察してみると、課題そのものは、その解決の物質的諸条件がすでに存在しているか、または

少なくとも生まれつつある場合にだけ発生することが、常に見られるであろうからだ。

・大づかみにいって、アジア的、古代的、封建的及び近代ブルジョア的生産様式を経済的社会

構成の相次ぐ諸時期としてあげることができる。

・ブルジョア的生産諸関係は、社会的生産過程の最後の敵対的形態である。敵対的というの

は、個人的敵対という意味ではなく、諸個人の社会的生活諸条件から生じてくる敵対という

意味である。しかし、ブルジョア社会の胎内で発展しつつある生産諸力は、同時にこの敵対の

解決のための物質的諸条件をもつくりだす。従って、この社会構成でもって人間社会の前史

は終わる。
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